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平成 25 年 2月期 業績予想の修正に関するお知らせ(非連結) 

平成 25 年 2 月期(平成 24 年 2 月 21 日～平成 25 年 2 月 20 日)の業績予想について、平成 24 年 4 月 2 日

付「平成 24 年 2 月期 決算短信[日本基準](非連結)」にて発表いたしました通期の業績予想を下記のとお

り修正いたします。 

記 

1.平成 25 年 2 月期 通期個別業績予想数値の修正(平成 24 年 2 月 21 日～平成 25 年 2 月 20 日) 

(単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 予 想( A ) 41,723 5,374 5,400 3,075 117 円 21 銭 

今 回 修 正( B ) 38,024 4,396 4,431 2,626 100 円 08 銭 

増 減 額(B-A) △3,699 △978 △969 △449 ― 

増 減 率 △8.9% △18.2% △17.9% △14.6% ― 

前期実績 

(平成 24 年 2 月期) 
35,538 4,428 4,496 2,409 91 円 84 銭 

 

2.修正の理由 

平成 25 年 2 月期通期個別業績予想数値は、上期の実績及び第 3四半期の状況を踏まえ、第 4

四半期当初計画を見直し、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益を修正しております。 

今期におきましては、昨年の東日本大震災を契機とした急激な自転車需要の高まりなどを受

けた反動の影響がございました。それを補うべく広告宣伝の強化を実施し、知名度の向上は見

られたものの昨年の反動を補うほどの効果は得られませんでした。そのため、前回の予想を下

回る見通しとなりました。しかしながら、昨年の反動の影響を除いた店舗売上の状況において

は、前々年と比較し売上高の伸びは継続しており(※詳細は次ページ)今後につきましても業容

の拡大にまい進してまいります。 

 

 

(注)上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含ん

でおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 



                     
 

 

 

 

 [補足説明] 

 前々年 比較について 

 (前提）過去 2年間、出店・移転・改装・建替えなど実施した店舗を除いた店舗での比較 

     11 月度売上高累計との比較 
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 2011 年 2 月期 

基準 

2011 年 2 月期と

2013年2月期の比較

2011 年 2 月期と

2012年2月期の比較 

2012 年 2 月期と

2013年2月期の比較

売上高比較 ― 104.3% 113.6% 91.8%

 

 

 

 

 

以 上 

自転車需要の高まりを受けて 
大幅に増加 

同等比較した場合、4.3%の伸び 

104.3% 


